






































































































尾辞の-met はみられず、-tin のみが確認された。 
動詞（句）の語幹の後に表れる時制接辞の特徴としては、「訓令」という法的
性格のためか、過去時制はほとんどみられなかった。現在時制は、ナワトル語
や現代ピピル語とほぼ同じである。現在完了に相当する単数主語形態素（接尾
辞）としては、-ta が見られた。また、訓令のため、未来時制の用例は多く、単
数主語形態素（接尾辞）としては-s、複数主語形態素（接尾辞）としては-squete
が確認された。 
古典ナワトル語動詞（句）によく見られる動詞語幹に後置される受身、要因・
使役を表す形態素については現段階では不明であった。この他、統語論的分析
においては、各名詞が、主語か目的語かという判別が困難であり、単語間の関
係性を表す不変化詞も不明な部分が多く、これらの点については、今後さらに
他の文書の解読が進む中で明らになると思われる。 
語彙分析の結果、「リベラ訓令」のピピル語テキストにおいては、植民地統治
によって導入された新しい概念が、スペイン語からの借用語として導入され、
また、ピピル語とスペイン語の混合表現も少なからず見られることが判明した。
例えば、先住民が重要視してきた尊敬の接尾辞-tzin は、スペイン王とキリスト
神には見られるが、コフラディア役職名としても使用される植民地体制の役職
名や聖職者の役職名には見られない。また、コフラディアの金庫を管理する帳
簿（libro）は、to uei libro（我らの‐古き尊敬すべき‐帳簿）と、ナワ系言
語の敬意を表す形容詞が付けられていた。それらの用例には、ナワ系言語本来
の複統合語的性質を利用して、司教区本部の意図が巧みに組み込まれたと推察
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される。 
第 6 章では、現代ピピル語の言語学的特徴、特に、スペイン語の影響による
言語変容について、ピピル語民話テキストや筆者が行った現代語調査から具体
的用例を上げ考察した。その結果、かつてはピピル語であった一部の身近な名
詞や動詞までスペイン語で導入されている他、スペイン語の接続詞や関係詞を
用いて長文を形成していることが確認された。 
さらに、エルサルバドルで現在まで実施された人口調査や国勢調査に見られ
る先住民政策と社会言語学的状況の変化を考察し、ピピル語が消滅の危機言語
となった歴史的、政治的要因と照合し分析した。その結果、隣国グアテマラの
動向が少なからず影響を与えていると推察された。最後に、近年盛んになって
きた、先住民の言語・文化の保存・復興に向けての現政府及び関係機関の取り
組みについて述べた。 
 
以上のような研究から、古典ピピル語の言語学的特性について、言語構造の
根幹である名詞（句）及び動詞（句）の特性が確認されたと言える。なお、不
変化詞や統語上の特性については、現段階では不明な点が残り、この点に関し
ては今後の課題としたい。 
文献記述などの分析から、『台帳』は、当時グアテマラ司教区遠隔地における
コフラディア運営上の不正を取り締まる目的で作成されたと推察される。「リベ
ラ訓令」などのピピル語訳テキストの解読から、複統合語的性質によって、ス
ペイン人統治者が導入した新しい概念を受容した用例が確認された。このよう
な特性によって、統治者とスペイン語を解さない被統治者の間でも、リンガ・
フランカとしての役割を担っていたと考えられる。 
独立後の近代国民国家形成の過程で、先住民の歴史ある言語や文化は社会の
周縁に追いやられ、かつては、リンガ・フランカとして一定の機能を果たして
いたピピル語は、その機能を公用語となったスペイン語に奪われ、少数言語と
なっていった。しかし、2007 年、同国史上初めて、民族名を質問項目に加えら
れた国勢調査が実施され、それによって少数民族の存在を広く社会に認知させ
た意義は大きいと言える。消滅の危機に瀕する言語の再生は極めて困難ではあ
っても、その無形文化遺産としての価値への社会的認識が高まったことで、先
住民文化の保存・復興活動の進展が期待される。 
 
